
平成28年度

事業計画書および収支予算書

自 平成28年4月 1日

至 平成29年3月31日

公益財団法人 上原記念生命科学財団



平成28年度事業計画書

当財団は昭和６０年２月１９日に財団法人として設立し、平成２２年２月

１日には公益財団法人に移行した。設立以来所有する大正製薬（現大正製薬

ホールディングス）株式会社株式の配当収入を活用し着実に事業を推進して

来た。

平成２８年度は前年に引続き、わが国の企業をベースとする助成財団とし

ては最大級の事業を行い、公益財団法人としての使命を果たしていく。

１． 生命科学に関する分野の研究に対する助成
（定款第５条第１項第１号）

(1)研究助成金の助成の対象および方法

生命科学、特に健康の増進、疾病の予防および治療に関する諸分野の研

究の中から、重要性かつ将来性のあるものに、

(ｲ)研究助成金（助成額１件５００万円）

(ﾛ)研究推進特別奨励金（中堅研究者対象、助成額１件４００万円）

(ﾊ)研究奨励金（若手研究者対象、助成額１件２００万円）

として助成する。

(2) 募集、選考等

(ｲ)募集は、財団ホームページ等に公開した上、大学および研究機関の

代表者に推薦を依頼する。

(ﾛ)応募者の中から選考委員会で選考し、理事会で決定する。

(3)予算

助成件数１９０件以内を目途とし、予算６億７，０００万円とする。

(4)特定研究助成

（ｲ）研究成果の待たれる特定分野の研究に３年間連続して助成を行い、

その成果を国際シンポジウムで発表するもの。

平成２６年度に「生体を見る・操る新技術の開発」を助成対象とし

て第９回特定研究助成をスタートさせた。

   本年度はこの第３年度分の助成金を支出する。

（ﾛ）本年度の予算は６，９００万円とする。
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２． 生命科学に関する分野の研究業績に対する褒賞
（同第２号）

(1)褒賞対象

生命科学に関する研究で顕著な業績をあげ、引続き活躍中の研究者を

褒賞する。

(2)募集、選考等

(ｲ)主要学会の代表者、当財団役員、評議員、諮問委員および既上原賞

受賞者に候補者の推薦を依頼する。

(ﾛ)候補者の中から選考委員会で選考し、理事会で決定する。

(3)予算

正賞金牌、副賞２，０００万円（１件当たり）を贈呈する。

褒賞件数２件以内とし、予算を４，３００万円とする。

３． 生命科学に関する分野の研究者の派遣及び招聘並びに

その助成 （同第３号）

(1)助成対象

(ｲ) 生命科学に関する分野の若手研究者で、海外留学を希望する者に

留学資金を助成し、学術の国際交流に資する。

(ﾛ)生命科学に関する分野の海外の研究者で、わが国への留学を希望す

る者に対して、補助を行う。

(2)募集、選考等

(ｲ)募集は、財団のホームページ等に公開した上、大学および研究機関

の代表者に推薦を依頼する。

(ﾛ)応募者の中から選考委員会で選考し、理事会で決定する。

(3)予算

助成等対象は１３０件以内を目途とし、予算４億６，７００万円とする。
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４． 生命科学に関する分野の研究会、講演会及びシンポジ

ジウムの開催並びにその助成                （同第４号）

(1)研究会の開催および国際シンポジウムの準備

  (ｲ)第９回特定研究助成金受給者による中間報告会を開催し、今後の研

究計画の発表と討議を行い、研究の推進を図る。また、来年度開催す

る国際シンポジウムの準備を行う。

(ﾛ)予算は１，２００万円とする。

(2)シンポジウムの開催助成

(ｲ)助成対象

生命科学に関する国際研究集会で、原則としてわが国で開催され

るもの。

(ﾛ)募集、選考等

財団のホームページ等に公開して募集し、選考委員会で選考の上、

理事会・評議員会で決定する。

(ﾊ)原則として１件１００万円以内とし、予算３，０００万円とする。

５． 生命科学に関する分野の研究成果の刊行及びその助成
（同第５号）

(1)研究成果の刊行

(ｲ)助成金に係る研究経過報告書を取りまとめて、「上原記念生命科学

財団研究報告集」として刊行する。

(ﾛ)上原賞受賞者講演録を作製する。

      (2)予算は７００万円とする。

６． その他財団の目的達成のために必要な事業
（第５条第３項）

(1)機関誌を発行する。

(2)国外で開催される国際学会に対し援助を行う。

(3)助成金申請及び研究報告集入稿に係るＷｅｂシステムの開発・管理等を

行う。
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(4)その他、理事会が必要と認めた事業を行う。

(5)各種事業間の調節

前記の各事業の運営を円滑かつ効果的に行いうるようにするため、応

募並びに選考状況を勘案し、理事長が必要と認めた場合はこの予算の中

から追加支出する。

(6) この予算は１，８００万円とする。

７． その他

助成金等の募集方法、募集人員、募集時期、推薦依頼に関する事項及び

交付金額等、交付対象者選出のため必要な事項の細目については、５月に

開催する理事会で決定する。
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事 業 計 画 概 要 一 覧

平 成 2 8 年 度 計 画   前  年  度  計  画

定款第5条第1項第1号

研究助成

研究助成金        

       １件５００万円 ９０件

研究推進特別奨励金

１件４００万円 １０件

研究奨励金     

１件２００万円 ９０件

総予算 ６億７，０００万円

研究助成金        

       １件５００万円 ９０件

研究推進特別奨励金

１件４００万円 １０件

研究奨励金     

１件２００万円 ９０件

総予算 ６億７，０００万円

第９回特定研究助成金（３年度）

５００万円×６件、３００万円×１３件

予算 ６，９００万円

第９回特定研究助成金（２年度）

５００万円×６件、３００万円×１３件

予算 ６，９００万円

同第２号

研究業績褒賞

正 賞：金牌

副 賞：２，０００万円（１件当たり）

対 象：２件

総予算 ４，３００万円

正 賞：金牌

副 賞：２，０００万円（１件当たり）

対 象：２件

総予算 ４，３００万円

同第３号

派遣及び招聘の

助成

(1)若手研究者の海外留学助成

  ﾘｻｰﾁﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ ８０件

  ﾎﾟｽﾄﾄﾞｸﾄﾗﾙﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ ４０件

  予算 ４億３，１００万円

(2)海外研究者のわが国への留学補助

  月１５万円×２４ヵ月×１０件

  予算   ３，６００万円

総予算 ４億６，７００万円

(1)若手研究者の海外留学助成

  ﾘｻｰﾁﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ    ８０件

  ﾎﾟｽﾄﾄﾞｸﾄﾗﾙﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ ４０件

    予算 ４億３，１００万円

(2)海外研究者のわが国への留学補助

  月１５万円×２４ヵ月×１０件

  予算   ３，６００万円

総予算 ４億６，７００万円

同第４号

研究会･シンポジウム

の開催及び助成

(1) 研究会の開催・国際シンポジウムの

準備（中間報告会開催等）

予算 １，２００万円

(2)助成（１００万円×３０件）

予算 ３，０００万円

総予算  ４，２００万円

(1) 研究会の開催・国際シンポジウムの

準備（計画発表会開催等）

予算 ５００万円  

(2)助成（１００万円×３０件）

予算 ３，０００万円

総予算 ３，５００万円

同第５号

研究成果の刊行

研究成果の刊行

予算   ７００万円

研究成果の刊行

（国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑﾌﾟﾛｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞを含む）

予算 １，１００万円

第５条第３項

その他
(1)機関誌発行、Webシステム運営等

(2)国外で開催される国際学会への援助

100万円（または1万米ドル）×３件

総予算 １，８００万円

(1)財団３０年史発行等

予算  １，６００万円

(2)機関誌発行、Webシステム運営等

(3)国外で開催される国際学会への援助

100万円（または1万米ドル）×３件

総予算 ３，０００万円

その他事業費 贈呈式、助成者交通費、謝金、広告等

（贈呈式新聞広告を見送り）

総予算  ３，９００万円

贈呈式、助成者交通費、謝金、広告等

総予算 ６，５００万円
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（単位：千円）

備　　　考

Ⅰ.一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

①運用益

　基本財産運用益 1,172,000 120,000 1,292,000 1,425,000

( 基 本 財 産 受 取 配 当 ) ( 1,170,000 ) ( 120,000 ) ( 1,290,000 ) ( 1,419,000 )
大正製薬ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式配当

１株100円（前年度▲10円）

( 基 本 財 産 受 取 利 息 ) ( 2,000 ) ( 0 ) ( 2,000 ) ( 6,000 ) 運用利回り低下

　特定資産運用益 200 0 200 400

( 研究助成事業基金受取利息 ) ( 100 ) ( 0 ) ( 100 ) ( 200 )

( 海外留学助成事業基金受取利息 ) ( 100 ) ( 0 ) ( 100 ) ( 200 )

②雑収益（受取利息） 100 0 100 100

　　　経常収益計 1,172,300 120,000 1,292,300 1,425,500

　（２）経常費用

　①事業費 H27と同規模の助成事業を実施

739,000 0 739,000 739,000

( 研 究 助 成 ) ( 670,000 ) ( 0 ) ( 670,000 ) ( 670,000 )
研究助成金、研究推進特別奨励

金、研究奨励金

( 特 定 研 究 助 成 ) ( 69,000 ) ( 0 ) ( 69,000 ) ( 69,000 )

43,000 0 43,000 43,000 上原賞2件を予定

467,000 0 467,000 467,000
海外留学助成金及び来日研究
生助成金

42,000 0 42,000 35,000

( 研 究 会 委 託 費 ) ( 12,000 ) ( 0 ) ( 12,000 ) ( 5,000 ) 中間報告会開催

( シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 助 成 ) ( 30,000 ) ( 0 ) ( 30,000 ) ( 30,000 )

7,000 0 7,000 11,000
研究報告集、上原賞講演録
(H27はﾌﾟﾛｼｰﾃﾞｨﾝｸﾞを発行）

18,000 0 18,000 30,000

( 機 関 誌 発 行 ) 5,000 0 5,000 5,000

( 国 際 学 会 援 助 ) 4,000 0 4,000 3,000

( そ の 他 ) 9,000 0 9,000 22,000 H27は財団30年史を発行

39,000 0 39,000 63,000

( 贈 呈 式 委 託 費 ) ( 11,000 ) ( 0 ) ( 11,000 ) ( 10,000 )

( 被助成者旅費交通費 ) ( 10,000 ) ( 0 ) ( 10,000 ) ( 9,000 ) 被助成者の贈呈式出席費用

( 選考委員旅費交通費 ) ( 3,000 ) ( 0 ) ( 3,000 ) ( 3,000 ) 選考委員会出席費用

( 委 員 へ の 謝 金 ) ( 11,000 ) ( 0 ) ( 11,000 ) ( 11,000 ) 選考委員審査料等

( 印 刷 製 本 費 ) ( 2,000 ) ( 0 ) ( 2,000 ) ( 2,000 )

( 広 告 費 ) ( 2,000 ) ( 0 ) ( 2,000 ) ( 28,000 )
募集・贈呈者広告
（贈呈式新聞広告を見送り）

事業費計 1,355,000 0 1,355,000 1,388,000

研究者の派遣・招聘（同第３号）

研究業績褒賞（同第２号）

研究助成金（定款第5条第1項第１号）

研究会開催・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ助成（同第４号）

収 支 予 算 書

合　　　計
（①＋②）

科　　　　　　　　　　目
公益事業会計

①
平成27年度
修正予算

研究成果の刊行（同条 第５号）

その他（第５条第３項）

そ の 他 事 業 費

平成28年 4月 1日から平成29年 3月31日まで

法人会計
②
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（単位：千円）

備　　　考

②管理費

  0 2,000 2,000 2,000

    0 64,000 64,000 64,000

( 給 料 手 当 ) ( 0 ) ( 55,000 ) ( 55,000 ) ( 55,000 )

( 福 利 厚 生 費 ) ( 0 ) ( 9,000 ) ( 9,000 ) ( 9,000 )

0 2,000 2,000 2,000 理事会、評議員会旅費交通費

0 1,000 1,000 1,000

0 2,000 2,000 2,000

0 5,000 5,000 5,000 事務室賃借料、機器リース料

0 1,000 1,000 1,000

0 2,000 2,000 2,000

0 7,000 7,000 7,000

0 0 0 125,000

管理費計 0 86,000 86,000 211,000

1,355,000 86,000 1,441,000 1,599,000

▲ 182,700 34,000 ▲ 148,700 ▲ 173,500

  ２. 経常外増減の部

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

▲ 182,700 34,000 ▲ 148,700 ▲ 173,500

1,301,017 254,993 1,556,010 1,556,010

1,118,317 288,993 1,407,310 1,382,510

0 0 0 0

10,728,000

10,728,000

Ⅲ. 正味財産期末残高

118,376,000

118,376,000

119,758,510

 指定正味財産期首残高

 当期経常外増減額

107,648,000

107,648,000

118,376,000

118,376,000

 当期一般正味財産増減額

108,766,317 11,016,993 119,783,310

 一般正味財産期首残高

 一般正味財産期末残高

消 耗 什 器 備 品 費

経常費用

（２）経常外費用

当期経常増減額

30周年記念講演会

通 信 運 搬 費

合　　　計
（①＋②）

人 件 費

役 員 報 酬

雑 費

光 熱 水 料 費

科　　　　　　　　　　目
法人会計

②

旅 費 交 通 費

会 議 費

平成27年度
修正予算

公益事業会計
①

（１）経常外収益

 当期指定正味財産増減額

 指定正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部

賃 借 料

7



資金調達及び設備投資の見込みについて

（１）資金調達の見込みについて

    当期中における借り入れの予定 … なし

（２）設備投資の見込みについて

    当期中における重要な設備投資（除却又は売却を含む）の予定

                               … なし

以上
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